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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 6,939 △42.3 △486 － △461 － △292 －

26年３月期第２四半期 12,031 16.7 △46 － △31 － △41 －
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 △275百万円( －％) 26年３月期第２四半期 141百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 △9.34 －

26年３月期第２四半期 △1.31 －
　

(注）第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っております。平成26年３月期第２四半期についても当該表示方法
の変更を反映した組替え後の数値及び対前年同四半期増減率を記載しております。この変更により、売上高及び営業利
益を変更しておりますが、経常利益及び四半期純利益の変更はありません。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー
情報（注記事項）に関する事項(4)追加情報」をご覧ください。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 21,350 14,104 65.9

26年３月期 22,344 14,482 64.7
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 14,063百万円 26年３月期 14,450百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00

27年３月期 － 0.00

27年３月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注）当社は、定款において第２四半期末及び期末日を配当基準日と定めておりますが、平成27年３月期の期末配当に
ついては、現在のところ具体的な金額は未定であります。

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,900 △2.3 45 △81.6 80 △72.5 25 △83.9 0.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

(注）重要な子会社の異動はありませんが、当第２四半期連結累計期間において、連結範囲の変更が生じております。詳
細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社
の異動」をご覧ください。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項(3)会計方針の変更・会計上の見積りの
変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 31,530,000株 26年３月期 31,530,000株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 244,424株 26年３月期 243,482株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 31,285,989株 26年３月期２Ｑ 31,287,412株
　

発行済株式数に関する注記
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短
信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予
想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3) 連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
・当社グループは、適正な利潤の確保に努め、健全な発展と永続性のもと、収益状況に対応した安定適正な配当維持
に努力することを基本方針としております。また、内部留保をさらに充実し、企業体質の強化と将来の事業展開に備
えたいと考えております。平成27年３月期の配当につきましては、経営環境の先行きが不透明であることから、今後
の業績や財務状況等を総合的に勘案したうえで判断させていただきたく、現時点では未定とさせていただきます。配
当予想を決定次第、速やかに公表いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や物価上昇に伴

う実質所得低下の影響などから、個人消費・住宅投資は大幅に減少し、弱含みで推移しています。一方、設備投資

は、企業収益の改善を背景に回復基調を維持しており、今後、駆け込み需要の反動は減衰し、設備投資の増加が続

くことも想定されるため、景気は回復基調に戻るものと思われます。

当社グループの属する建設業界につきましては、土木事業分野においては、大型プロジェクトの受注が下期以降

となるため、足元では厳しい事業環境が継続しています。また、建築事業分野においても、消費税率引き上げ前の

駆け込み需要の反動から、新設住宅着工数は大きく減少しており、厳しい事業環境となっております。

このような状況下、当社グループは、平成26年度中期計画（平成25～26年度）に基づき、受注拡大と徹底したコ

スト削減による利益向上対策のみならず、将来の成長に向けた基盤整備に積極的に取り組みました。また、過去最

大規模のプロジェクトである東京外かく環状道路向けセグメントに関しましては、引き続き、受注に向けて検討・

準備を行いました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高69億39百万円（前年同期比42.3％減）、営業損失４億86百

万円（前年同期は46百万円の損失）、経常損失４億61百万円（前年同期は31百万円の損失）、四半期純損失２億92百

万円（前年同期は41百万円の損失）となりました。

　

セグメント業績は次のとおりであります。

土木

平成23年10月１日付の合併により、当社は鋼製セグメントの製造販売及び合成セグメント等についての新日鐵

住金株式会社からの受託製造を行うこととなり、シールドトンネルに必要なあらゆる種類のセグメントを製造で

きる体制を整えることとなりました。

当第２四半期連結累計期間においては、東京外かく環状道路向け合成セグメント用の設備計画を立案する等、

着実なプロジェクト受注、及び製造体制整備の為の準備を進めました。しかしながら、当第２四半期連結累計期

間は、大型プロジェクトの端境期に当たることから、セグメント製品の売上高が減少し、土木事業全体の売上高

は、47億77百万円（前年同期比48.9％減）、営業損失は３億23百万円（前年同期は１百万円の利益）となりまし

た。

建築

戸建鉄筋コンクリート住宅を販売する100％子会社のレスコハウス株式会社は、抜本的な収益力強化に取り組ん

でおります。営業面では、環境対応型住宅「スマートフォルテ」、企画住宅を進化させた「マイライフプラス」を

市場投入すると共に、「安全・快適・高耐久性」に特徴を持つ鉄筋コンクリート住宅の優位性を訴求するため、セ

ミナー・現場見学会等の開催やネット広告の強化を行って、受注の確保・拡大に取り組んでおります。また、顧

客満足度向上の観点から、住宅品質・サービスの向上に努めると共に、工法改善・工期短縮等によるコスト削減

に取組んでおります。しかしながら、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減の影響を受け、当第２四半期

連結累計期間の建築事業全体の売上高は、21億61百万円（前年同期比19.5％減）、営業損失は１億62百万円（前年

同期は54百万円の損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は213億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億94百万円減少しま

した。流動資産につきましては128億70百万円となり、12億89百万円減少しました。たな卸資産（前連結会計年度

増減額17億93百万円）、預け金（同17億19百万円）は増加したものの、受取手形及び売掛金（同△25億17百万円）、

有価証券（同△12億99百万円）、現金及び預金（同△７億84百万円）が減少したことが主な要因であります。固定

資産につきましては、84億79百万円となり、２億94百万円増加しました。

当第２四半期連結会計期間末の負債は72億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億16百万円減少しまし

た。流動負債につきましては59億42百万円となり、６億18百万円減少しました。支払手形及び買掛金（同△５億56

百万円）、未払消費税等（同△１億29百万円）が減少したことが主な要因であります。固定負債につきましては、

13億２百万円となり、２百万円増加しました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は141億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億78百万円減少しまし

た。その他有価証券評価差額金（同11百万円）は増加したものの、利益剰余金（同△４億２百万円）が減少したこ

とが主な要因であります。以上の結果、自己資本比率は65.9％となりました。

(キャッシュ・フローの状況)

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ３億64百万円減少し、21億

28百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億５百万円の支出（前年同期は12億24百万円の支出）となりました。

税金等調整前四半期純損失は４億43百万円でありましたが、売上債権の減少額（25億17百万円）等の収入要因と、

たな卸資産の増加額（△17億93百万円）、仕入債務の減少額（△５億56百万円）等の支出要因を加減算したことに

よるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億18百万円の支出（前年同期は１億63百万円の支出）となりました。

有形固定資産の取得による支出（△２億12百万円）が主なものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、41百万円の支出（前年同期は８億86百万円の支出）となりました。配

当金の支払額（△62百万円）が主なものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成26年９月26日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしま

した連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

　なお、平成26年６月11日開催の取締役会において、シンガポールにＲＣ（鉄筋コンクリート）セグメントの販売

会社、マレーシアに同社の子会社としてＲＣセグメントの製造会社を設立することを決議したことに伴い、当第２

四半期連結累計期間において、シンガポールに販売会社であるGeostr-RV Pte.Ltd.及びマレーシアに製造会社であ

るGeostr RV(M)Sdn.Bhd.を新規設立し、連結子会社としております。

　また、関東ジオスター株式会社と中部ジオスター株式会社は、平成26年４月１日付にて合併し、社名をジオファ

クト株式会社といたしました。

　この結果、平成26年９月30日現在では、当社グループは、当社、親会社、子会社７社により構成されることとな

りました。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、主として当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職

給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎

となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が74,249千円増加し、利益剰余金が47,787

千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損

失はそれぞれ756千円減少しております。

（４）追加情報

　 （表示方法の変更）

従来、「営業外収益」に計上しておりました「受取ロイヤリティー」は、第１四半期連結会計期間より、「売

上高」に含めて計上することに変更しました。

この変更は、海外進出を推進する中で、今後、技術供与先より受け取るロイヤリティー収入についての重要

性が増すことが予想されるため、当社の営業活動の成果をより適切に表示するために行うものであります。

また、この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。

この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取ロイヤリテ

ィー」に表示していた7,160千円は、「売上高」に組替えております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,193,490 409,112

預け金 - 1,719,837

受取手形及び売掛金 6,308,556 3,790,567

有価証券 1,299,890 -

商品及び製品 1,934,481 3,594,286

仕掛品 315,361 401,385

原材料及び貯蔵品 880,584 927,757

未収入金 1,613,316 1,228,315

その他 616,102 800,021

貸倒引当金 △1,767 △691

流動資産合計 14,160,018 12,870,592

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,353,074 1,314,262

機械装置及び運搬具（純額） 510,790 514,442

土地 4,436,711 4,436,711

その他（純額） 149,768 462,152

有形固定資産合計 6,450,344 6,727,569

無形固定資産 119,500 117,408

投資その他の資産

投資有価証券 1,302,522 1,319,563

その他 350,555 353,153

貸倒引当金 △38,220 △38,078

投資その他の資産合計 1,614,857 1,634,638

固定資産合計 8,184,702 8,479,615

資産合計 22,344,720 21,350,207
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,546,485 2,989,494

短期借入金 410,000 410,000

未払法人税等 25,291 24,537

未払消費税等 148,503 18,777

未払金 1,190,188 1,366,958

完成工事補償引当金 28,118 30,228

賞与引当金 256,662 225,192

受注損失引当金 51,168 19,739

その他 904,969 857,748

流動負債合計 6,561,387 5,942,675

固定負債

役員退職慰労引当金 111,684 73,436

退職給付に係る負債 382,454 443,813

資産除去債務 141,748 142,053

その他 664,607 643,595

固定負債合計 1,300,494 1,302,899

負債合計 7,861,882 7,245,574

純資産の部

株主資本

資本金 3,352,250 3,352,250

資本剰余金 4,384,580 4,384,580

利益剰余金 6,413,210 6,010,565

自己株式 △27,494 △28,261

株主資本合計 14,122,546 13,719,133

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 395,381 406,675

為替換算調整勘定 - 315

退職給付に係る調整累計額 △67,476 △62,416

その他の包括利益累計額合計 327,904 344,575

少数株主持分 32,387 40,923

純資産合計 14,482,838 14,104,632

負債純資産合計 22,344,720 21,350,207
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 12,031,919 6,939,101

売上原価 10,511,871 5,741,957

売上総利益 1,520,047 1,197,143

販売費及び一般管理費 1,566,133 1,683,871

営業損失（△） △46,086 △486,727

営業外収益

受取利息 248 1,497

受取配当金 6,055 5,638

受取保険金 2,359 9,227

その他 10,374 10,949

営業外収益合計 19,037 27,312

営業外費用

支払利息 1,900 1,283

その他 2,601 835

営業外費用合計 4,501 2,119

経常損失（△） △31,550 △461,534

特別利益

負ののれん発生益 - 19,912

固定資産売却益 472 4,221

特別利益合計 472 24,133

特別損失

固定資産除売却損 1,282 5,886

特別損失合計 1,282 5,886

税金等調整前四半期純損失（△） △32,360 △443,287

法人税等 8,847 △151,577

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △41,207 △291,709

少数株主利益又は少数株主損失（△） △66 575

四半期純損失（△） △41,141 △292,284
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △41,207 △291,709

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 182,912 11,294

為替換算調整勘定 - 315

退職給付に係る調整額 - 5,060

その他の包括利益合計 182,912 16,670

四半期包括利益 141,704 △275,039

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 141,770 △275,614

少数株主に係る四半期包括利益 △66 575
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △32,360 △443,287

減価償却費 214,993 208,275

のれん償却額 2,000 2,000

負ののれん発生益 - △19,912

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,581 △1,218

受取利息及び受取配当金 △6,303 △7,135

支払利息 1,900 1,283

売上債権の増減額（△は増加） △922,603 2,517,989

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,870,539 △1,793,001

仕入債務の増減額（△は減少） △1,239,172 △556,990

前受金の増減額（△は減少） △283,409 △21,063

その他 △298,379 △268,480

小計 △694,377 △381,540

利息及び配当金の受取額 6,303 7,135

利息の支払額 △1,700 △1,280

法人税等の還付額 - 298,530

法人税等の支払額 △534,520 △28,420

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,224,294 △105,576

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △152,617 △212,931

有形固定資産の売却による収入 2,930 8,757

長期貸付けによる支出 △240 △240

長期貸付金の回収による収入 442 450

その他 △13,857 △14,439

投資活動によるキャッシュ・フロー △163,342 △218,402

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △740,000 -

自己株式の取得による支出 - △767

少数株主からの払込みによる収入 - 40,621

少数株主からの株式買取りによる支出 - △12,150

配当金の支払額 △140,150 △62,643

少数株主への配当金の支払額 △600 △900

その他 △5,980 △5,231

財務活動によるキャッシュ・フロー △886,731 △41,070

現金及び現金同等物に係る換算差額 - 618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,274,368 △364,431

現金及び現金同等物の期首残高 4,216,175 2,493,381

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,941,807 2,128,949
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

土木 建築 合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)

売上高

外部顧客への売上高 9,347,735 2,684,183 12,031,919 － 12,031,919

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,271 9,480 15,751 △15,751 －

計 9,354,007 2,693,663 12,047,671 △15,751 12,031,919

セグメント利益又はセグメン
ト損失(△)

8,512 △54,599 △46,086 － △46,086

(注) １．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

土木 建築 合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)

売上高

外部顧客への売上高 4,777,324 2,161,777 6,939,101 － 6,939,101

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,855 7,238 9,094 △9,094 －

計 4,779,179 2,169,015 6,948,195 △9,094 6,939,101

セグメント損失(△) △323,791 △162,935 △486,727 － △486,727

(注) １．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（重要な負ののれん発生益）

　 「土木」セグメントにおいて、当社の子会社である和泉工業株式会社の自己株式の取得により、当第２四半期連

結累計期間において、負ののれん発生益19,912千円を計上しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　 会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　 当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「土木」のセグメント損失が756千円減少

しております。
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